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	スライド 1: 地域脱炭素推進事業
	スライド 2:  　宮古市では、省エネルギー化の推進と再生可能エネルギー・蓄エネルギーの導入拡大の取り組みを加速させ、「地域脱炭素の実現」と「地域内経済循環の拡大」を目指しています。  　再エネの取り組みは、東日本大震災の経験を教訓に始まりました。 　現在、目指す地域の将来像に「エネルギーの地産地消で実現するゼロカーボンのまち～恵み豊かな自然の継承と地域内経済循環～」を掲げ、取り組みを継続しています。 　さらに、環境省の「脱炭素先行地域」（令和４年度）、「脱炭素重点対策実施地域」（令和5年度）の選定を受け
	スライド 3: ▷　夜間連系太陽光発電所由来の　 　　再エネ電力購入への支援  ・田老地区において、蓄電池を併設した夜間連系太陽光発電所（事業主体：田老発電合同会社）が、令和７年１２月に稼働しました。 ・この発電所由来の再エネ電力は、地域新電力である宮古新電力株式会社を通じて、18の公共施設に供給されています。 ・公共施設が購入する再エネ電力の環境価値分に対し、寄附金を財源として活用します。  
	スライド 4:   　 ３億５７２万円   　

